
１ 意見・提案の提出期間

令和４年１１月２１日（月）から令和４年１２月２０日（火）まで

２ 意見の提出者等

３ 意見の種類

① 件

② 件

③ 件

④ 件

４ 意見の概要とそれに対する市の考え方

№

1

2

3

4

5

6

7

8

②計画案の内容に関
するご意見

32ページに記載の市の取組が一番コントロールが効き、差配可
能な施策であるのに、この部分について数値の現状把握の記述が
ないことが極めて残念である。目標はともかくスコープ１・２の現状
認識を明示してほしい。

市から排出される温室効果ガス等の状況等に
つきましては、府中市職員エコ・アクションプラン
に基づき、府中市エコ・レポートを年に一度公表
しております。

②計画案の内容に関
するご意見

42ページの施策では削減寄与量のグラフがあった方が説得力が
高まるがなぜ配置しなかったのか疑問が残る。理由をご教示願い
たい。

本事業は「長野県の森林の里親促進事業森林
整備事業協定」に基づき実施し、毎年、長野県か
ら同事業におけるＣＯ₂吸収量認証を受けてお
り、二酸化炭素吸収量の推移を「府中の環境」等
で公表しております。
国の認証制度によるものではないため、参考

事業としてコラムに掲載したものであることから、
削減寄与量等としては記載しておりません。

重点プロジェクトに紐づけられる個々の取組に
ついて、数量化等で評価ができるものを進捗管
理のための指標として整理しております。

②計画案の内容に関
するご意見

１２１ページに記載の進捗状況の点検評価について、市の取組な
どは、毎年「環境白書」等を通して、広く市民や事業者へ公表する
必要がある（他の自治体では、環境白書等を毎年公表している）。

本市の環境施策の取組状況については、毎
年、「府中の環境」を作成し、図書館や市ホーム
ページ等で公開しております。
また、進捗状況の点検評価として、毎年、環境
審議会からの答申を市ホームページで公開して
おります。

②計画案の内容に関
するご意見

コラムなどを盛り込んでいるがこれらの典拠が全て示されている
わけではないので、できれば参考文献一覧など法律編集者懇話会
作成の「法律文献等の出典の表示方法」に従って典拠を明示する
か理科系の作文技術などに基づく出典を明示する必要を感じる。

出典元の記載がないコラムについては、各種
資料に基づき本市で独自に作成したものとなり
ます。

「第３次府中市環境基本計画（案）」に対するパブリック・コメント手続の実施結果

提出者数
意見の提出方法（人数）

Ｅメール ＦＡＸ 郵送 意見投函箱 窓口

環境施策全般に関するご意見

3 2 1

計画案策定自体に関するご意見

計画案の内容に関するご意見 8

②計画案の内容に関
するご意見

基本計画のスーパーバイザー・監修者の方がいればそれについ
ても明記していただくことが適切ではないか。

計画作成において、スーパーバイザーや監修
者はおりませんが、環境審議会で審議いただ
き、委員からの意見等を反映したものがあります
ことから、環境審議会委員名簿を掲載いたしま
す。

その他のご意見

意見の種類 市民意見・提案の概要　 市の考え方

②計画案の内容に関
するご意見

光害（ひかりがい）について、府中市環境基本計画（第１次計画）に
記載されていた。都市化や交通網の発達等による屋外照明の増加
に伴い、様々な悪影響が出ていると思うので、計画に記載し、対策
の方向性を示してほしい。

基本方針４、基本施策３、個別施策４の「市の
取組」として、環境省の「光害対策ガイドライン」
に基づき、事業者等へ配慮を求めていくことを記
載します。

②計画案の内容に関
するご意見

環境基本計画案では、重点プロジェクトして、基本方針１及び基
本方針２の施策から、３つのプロジェクトと位置づけているが、基本
方針３の「食品ロスの削減」及び基本方針５の「環境学習の推進、
事業者・教育機関との連携、環境保全活動を支援するネットワーク
の構築等」は緊急の課題であり、これら施策を推進するため、新た
な事業として重点プロジェクトに追加する必要がある。

第３次府中市環境基本計画では、各基本施策
を展開するうえでの牽引役となり、市の環境面や
それ以外の地域課題に対して、大きな効果が期
待できる取組を重点プロジェクトとして位置づけ
ております。
また、本計画は、個別計画である府中市地球
温暖化対策地域推進計画、府中市生物多様性
地域戦略も内包し、一体的に取組を推進していく
ことや、その実効性の観点から、３つの取組を重
点プロジェクトとして記載しております。
　なお、取組の推進にあたっては、資源循環や環
境パートナーシップの構築などの施策も牽引で
きるよう、横断的な展開を図ってまいります。

②計画案の内容に関
するご意見

重点プロジェクトは進捗管理の必要性から、重点プロジェクト毎に
工程表（ロードマップ）を作成のうえ、記載（追記）する必要がある。

資料６－１

1


